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南スーダンの首都ジュバ。二〇一一年七月九
日の独立式典会場には誇りに満ちた喜びの瞬間に涙を浮かべた人たちが大勢いた。アフリカの新たな石油国家の誕生。あれからわずか五年弱。サルバ・キール大統領とリエック・マチャール元副大統領の間で二〇一三年一二月 始まった紛争が、治安を悪化させ、経済を破綻させまま、多くの国内避難民が行き場を失っている。昨年八月の和平交渉は合意に達し ものの、戦闘が止む気配はない。独立によって急激な生活環境の変化がもたらされたが、どれだけ 国民に浸透しているのだろうか　
第二次スーダン内戦が激化していた一九九一
年の年末から一九九二 の正月にかけて、私はドキュメンタリー番組の撮影隊とスーダン南部の白ナイル川畔の町ボルに滞在し 。戦時下にありながら、伝統的な生活を守り抜くディンカ
牧畜民を撮影するために川の東岸から西岸へ渡るボートに乗る交渉を、当時の反政府勢力（現南スーダン政府）と繰り返していた。目指していたのは、牧畜民キャンプがまだあるといわれていた地域へ繋がるシャンベという村だった。ケニア国境からボルまでの牧畜民の村はスーダン軍の空爆でことごとく焼き払われ、逃げ遅れた村人たちの遺体、牛の屍をくさん目撃した。当時この地が独立国家になることなど、まったく予想もできないことだった。　
ボルは、ナイル川最大の難所と呼ばれる「サ
ッド」 （アラビア語で障害の意）の南に位置する。パピルスによって形成される大小の小島が水の流れを阻み、川は無限に広がり巨大な湿地帯となる。マラリアなど風土病が蔓延していたサッドではかつて 多くの探検家たちが移動するパピルスの島のために方向を失って命を落とした。生い茂ったパピルス 奥に何が潜んでいるのか、と想像したくなるほど先がみえない。ナイル川はサ で停滞している間に、水量の半分以上が蒸発しているという。　
二一年ぶりにボルを再訪した。首都ジュバ
から約二〇〇キロの道を車で四時間以上 独立は果たしたが、地方へ向かう幹線道路で舗装されている場所は非常に少ない。白ナイル川沿いに建設中の大きなホテル あった。屋上に上ると当時は壊滅状態だった牧畜民キャンプが対岸にみえる。夕刻の ャンプでは、夜に備えて、乾燥した牛糞に火をつけていた。立ち上る煙が、夜間の蚊の攻撃から家族と家畜を守ってくれるのだ。雄大なサッドの風景のなかを、ゆっくりとキャンプに戻って来る牛の群れ みてい と、内戦時 訪 た記憶が
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蘇ってきた。あの頃は、服を身に着けている人はほとんどいなかった。全裸の若者がＡＫ
47を背中にかけて闊歩していた。
　
翌朝、船外機のついたボートで対岸の牧畜
民キャンプへ渡った。まだ起き出していないキャンプの様子をみて周辺の川を下ってみると、パピルスの小島がいくつも現れ、行き先を塞いだ。今でも首都ジュバと上流の町を結ぶ航路が遮断されることがある いう。　
牧畜民たちは、蚊よけのために体に灰を塗
って寝るため、早朝は顔や体が白っぽくなっている。一日の始まりは 殺菌、虫よけのために大事な牛に牛糞の灰を塗る作業から始まる。牛が放尿するタイミングをみつけ と、近付いて尿で顔を洗う人がいる。殺菌作用があっていいらしい。キャンプ内を歩いていると内戦時と違う風景に気が付いた。誰もがＴシャツ姿で、小さな子どもたちでもパンツ はいていた。物が入り込まなか た牧畜民キャンプに、服だけではなく、ビニールシートや空のペットボトルなどもあった。独立してからの南スーダンでは、急速 貨幣経済の導入と物流がボルなどの主要 町を変え だけではなく、周辺 牧畜民キャンプの生活に で浸透し始めていた。四半世紀程の 間が経過しても、サッドのなかの牧畜民の生活はまだしっかりと残っていたが、 の牛を中心にした生活は 確実に変化 波に巻き込まれている。　
四〇億ドルという国家の公金が二〇一二年、
政府関係者によって盗まれ消え しまった。キール大統領は返却を求める手紙を書いた 、この巨額の金の行方は、今も不明のままだ。牧畜民にとっては牛の数が富の象徴だが、貨幣
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経済の価値観が広がっていくなかで、富める者と国家経済の底辺にいる者との格差の自覚が始まるまで、時間はかからないのはないか。原油がもたらす富の分配などあるのだろうか。巨額の公金をコントロールできない政府の存在と牧畜民 シンプルな生活。こ 二つの両極がひとつの国のなで、まったく別の風景を作り出している。二〇年以上前にみた戦場は、異な 民族違う宗教に対して自ら 存在 勝ち取る戦いの場であった。しかし今、仲間同士が殺し合う。権力、 石油の利権 ための争いには、戦いの大義が不明だ。昨年 ら、ジャーナリストの殺害も続いている キール大統領は「報道の自由は国家に刃向ってもい ということではない」として、反政府的な記事を発信することは許さないと警告し いた。自らの国家の姿を理解せず、石油マネーの使い道を考慮せず、富める者と、そうではない大多数 民 差は大きく るばかりだ。
　
独立四周年記念日に、独立をみることなく、
謎のヘリコプター事故で死亡した南部スーダン解放闘争の父ジョン・ギャランの妻レベッカは「解放闘争を戦ってきた南スーダンの国民に何も還元できていない現状を申し訳なく思う」という遺憾の意をイギ ス国営放送のインタビューに答えて語った。　
開発するには、あまりにも広大なサッドは、
今も変わらず悠久の姿をみせる。しかし、この風景の奥には残念なことに、私利私欲という紛争の種が大きく広がっている。豊富な原油を有するこの国 将来が、サッドで蒸発し るナイル川の水のようにならないでほしいものだ。目に映る原風景は今も変わらな 。
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